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【手続補正書】
【提出日】平成26年4月23日(2014.4.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　描画データに含まれる所定の属性の複数のオブジェクトを抽出する抽出手段と、
　前記描画データの解像度の座標系における、前記抽出手段によって抽出された複数のオ
ブジェクトの基準画素の座標を取得する取得手段と、
　前記取得手段によって取得された複数の基準画素の位相が一致するように、前記複数の
オブジェクトを構成する画素の座標を補正する補正手段と
を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記補正手段によって座標が補正されたオブジェクトを含む描画データの描画処理を行
う処理手段と、
　前記処理手段によって描画処理された描画処理後のデータの解像度を該解像度よりも低
い解像度に変換する変換手段と
を更に有することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記補正手段は、前記基準画素の座標と前記変換手段における解像度変換前後の解像度
の比とに基づき補正量ベクトルを算出し、該算出された補正量ベクトルを用いて前記オブ
ジェクトを構成する画素の座標を補正することを特徴とする請求項２に記載の画像処理装
置。
【請求項４】
　抽出手段が、描画データに含まれる所定の属性の複数のオブジェクトを抽出する抽出工
程と、
　取得手段が、前記描画データの解像度の座標系における、前記抽出工程にて抽出された
複数のオブジェクトの基準画素の座標を取得する取得工程と、
　補正手段が、前記取得工程にて取得された複数の基準画素の位相が一致するように、前
記複数のオブジェクトを構成する画素の座標を補正する補正工程と
を有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項５】
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　コンピュータを、
　描画データに含まれる所定の属性の複数のオブジェクトを抽出する抽出手段、
　前記描画データの解像度の座標系における、前記抽出手段によって抽出された複数のオ
ブジェクトの基準画素の座標を取得する取得手段、
　前記取得手段によって取得された複数の基準画素の位相が一致するように、前記複数の
オブジェクトを構成する画素の座標を補正する補正手段
として機能させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上記課題を解決するために、本発明の画像処理装置は以下の構成を有する。すなわち、
画像処理装置であって、描画データに含まれる所定の属性の複数のオブジェクトを抽出す
る抽出手段と、前記描画データの解像度の座標系における、前記抽出手段によって抽出さ
れた複数のオブジェクトの基準画素の座標を取得する取得手段と、前記取得手段によって
取得された複数の基準画素の位相が一致するように、前記複数のオブジェクトを構成する
画素の座標を補正する補正手段とを有する。
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